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2010年函病健康教室
※隔月第3木曜日開催
○第93回（H22．2．18）
　テーマ：『高血圧の新しいガイドラインについて』
　　　　　　　　　　循環：器内科松村尚哉
⊂）第94回（H22．4．15）
　テーマ：『急に起こる尿意，頻尿でお困りの方へ「過
　　　　　活動膀胱」の診断と治療について』
　　　　　　　　　　　泌尿器科　西　村　祥　二
〇第95回（H22．6．17）
　テーマ：『ある日突然手足が動かなくなったら…新
　　　　　薬（TPA）を中心とした脳梗塞治療最前線』
　　　　　　　　　　脳神経外科　封　馬　州　一
○第96回（H22．8．19）
　テーマ：『くすりの正しい使い方』
　　　　　　　　　　　　　薬局小田桐正彦
○第97回（H22．10．21）
　テーマ：『わかりやすいインフルエンザの話』
　　　　　　　　　　　　小児科　酒　井　好　幸
○第98回　　（H22．12．16）
　テーマ：『慢性頭痛の原因と治療』
　　　　　　　　　　　神経内科　丸　尾　泰　則
2010年函病健康教室・がん講i座
※隔月第3木曜日開催
○第23回（H22，3．18）
　テーマ：『膵臓を知って，膵癌を知ろう』
　　　消化器病センター消化器内科　成　瀬　宏　仁
○第24回　（H22．5．20）
　テーマ：『耳，鼻，のどのがんの話』
　　　　　　　　　　耳鼻咽喉科　坪　田　　　大
○第25回（H22．9．16）
　テーマ：『がん診療における地域連携～連携パスに
　　　　　よる主治医2人制で安心フォロー（大腸が
　　　　　んを中心に）～』
　　　消化器病センター消化器外科　笠　島　浩　之
○第26回　（H22．11．18）
　テーマ：『「がんで命を失わないために」～予防と検
　　　　　診を中心に～』
　　　　　　　　　　　　病院長　木　村　　　純
2010年月例医学研究会
○第232回（1月27日）市立函館病院講堂
　テーマ：『激変する進行大腸がん治療』
　　　　…弘前大学大学院　医学研究科　消化器外科講
　　　　　座
　　　　　　　　　　　　　　教授　袴　田　健
テーマ：『ベセスダシステム　グレーゾーン（ASC，
　　　　AGC）の実際とその婦人科臨床での取り扱
　　　　い』
　　　…（財）癌研究会　有明病院　検：診センター
　　　　　　　　　　センター長平井康夫
○第233回（7月23日）市立函館病院講堂
　テーマ：『ベセスダシステムの長所と問題点』
　　　　…八戸市立市民病院　臨床検査科
　　　　　　　　　　　　　　科長　方　山　揚　誠
○第234回（8月11日）市立函館病院講堂
　テーマ：『北海道におけるドクターヘリの役割とは？
　　　　　“救えたはずの命”とならないために』
　　　　…医療法人渓仁会　手稲門門会病院　救命救急
　　　　　センター
　　　　　　　　　　　センター長　高　橋　　　功
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　テーマ：『北海道における航空機医療の歴史と固定翼
　　　　　機導入の可能性』
　　　　…医療法人渓仁会　手稲渓仁会病院　救命救急
　　　　　センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　奈　良　　　理
　テーマ：『北海道におけるドクターヘリの役割とは？
　　　　　“救えたはずの命”とならないために
　　　　　一フライトナースにできること一』
　　　　…医療法人四四会　手稲渓仁会病院　救命救急
　　　　　センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　山　本　　　環
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0第235回（10月15日）市立函館病院講堂
　テーマ：『進化する感染対策とその根拠（CDC最新ガ
　　　　　イドラインの紹介も含めて）』
　　　　…県西部浜松医療センター
　　　　　　　　　　　　　副院長矢野邦夫
臨床病理検討会（CPC）
　※原則として第2木曜日開催
病理担当　工藤和洋、下山則彦
平成18年度
○第1回（H18．4．13）
　『上腸間膜動脈閉塞』
　『肝硬変』
○第2回（H18．6．8）
　rSLEI
O第3回（H18．8．17）
　『肝癌』
　『アミロイドーシス』
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○第4回　（H18．10．12）
　『膵粘液癌』
　『肝硬変』
（⊃第5回　（H18．12．14）
　『大動脈瘤破裂』
○第6回（H19．2．8）
　『G－CSF産生膵癌』
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平成19年度
○第1回（H19．4．12）
　『大動脈解離』
　『十二指腸癌』
○第2回（H19．6．14）
　『遅発性肝不全』
○第3回（H19．7．12）
　『食道癌』
○第4回（H19．8．9）
　『心筋梗塞心破裂』
○第5回（H19．9．13）
　『肝硬変』
　『AFP産生膵癌』
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○第6回（H19．10．11）
　『突然死』
○第7回（H19．11．8）
　『二重癌（S状結腸癌，胆嚢癌）』
○第8回（H19．12．13）
　『急性腹症，不整脈』
○第9回（H20．1．10）
　『胃癌』
○第10回（H20．2．14）
　『心不全』
○第11回（H20．3．13）
　『大腸癌』
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平成20年度
○第1回（H20．4．10）
　『敗血症』
　『結核』
○第2回（H20．6．12）
　『突然死』
（⊃第3回　（H20．7．10）
　『肝細胞癌』
○第4回　（H20．8．14）
　『心肺停止』
　『白血病』
平成21年度
○第1回（H21．4．9）
　『胃癌』
（＝）第2回　（H21．5．14）
　『癌性腹膜炎』
○第3回（H21．6．11）
　『心肺停止』
○第4回　（H21．7．9）
　『心肺停止，胃癌術後』
○第5回（H21．8．13）
　『大腸癌』
平成22年度
○第1回（H22．4．8）
　『突然死』
　『肝細胞癌』
○第2回（H22，6．10）
　『不明熱』
　『原発不明癌』
○第3回（H22．7．8）
　『心肺停止』
○第4回　（H22．8．12）
　『胃癌大腸転移』
○第5回（H22．9．9）
　『劇症肝炎』
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○第5回（H20．9．11）
　『大腸癌』
○第6回（H20．10．16）
　『大腸癌』
O第7回（H20．12．11）
　『心隔ンポナーデ』
○第8回　（H21．1．8）
　『心因ンポナーデ』
　『血小板減少症』
○第9回（H21．2．12）
　『肝細胞癌』
佐　藤　木の実
牛　島　桂　司
花　香　　　恵
埜　澤　敦　子
市　來　一　彦
水　島　衣　美
○第6回（H21．9．10）
　『癌性腹膜炎』　　　　　　　　　片　山
　『突然死』　　　　　　　　　　　江　濱
○第7回（H21．10．8）
　『帝王切開後心肺停止』　　　　　　高　田
○第8回（H21．12．！0）
　『アルコール性肝硬変，食道静脈瘤破裂』
　　　　　　　　　　　　　　　　久　保
○第9回（H22。1．14）
　『心肺停止』　　　　　　　　　　　笹　岡
　『MDS，肺炎疑い』　　　伊東
○第10回（H22．3．11）
　『心タンポナーデ』　　　　　　　　能　代
（＝）第6回　（H22．10．14）
　『骨髄異形成症候群』
○第7回（H22．12．9）
　『肝細胞癌』
　『混合型肝癌』
○第8回　　（H23．　1．13）
　『胃紡錘細胞癌』
　『肝細胞癌』
○第9回（H23．2．17）
　『肺小細胞癌』
○第10回（H23．3．10）
　『来院時心肺停止』
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函館医学誌について
名　　　　称：函館医学誌ISSN　O910－0725
略　　　　　称：函　医　誌
欧文名称：HAKODATE　MEDICAL　JOURNAL．
略　　　 称：H．M．J．
発　行　者：木　村　　　純
発　行　所：041－8680函館市港町1丁目10・番1号市立函館病院
編集委員会委員：下山　則彦（代表）　　丸尾　泰則　　丹羽　　潤　　成瀬　宏仁　　遠山　　茂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬渡　　徹　　工藤　和洋　　野田　幹雄
連絡先：市立函館病院TELO138－43－2000
　　　　　　　　　　　　　　　FAXO138－43－4434（事務局）
　　　　　　　　Hakodate　Municipal　Hospital
　　　　　　　　1－10－1　Minatocho，　Hakodate，　041－8680　Japan
　　　　　　　　Phone　：　0138－43－2000
　　　　　　　　FAX　：0138－43－4426（医局）
『函館医学誌』投稿規定 （1997年11月改訂）
投稿内容
投稿資格
原稿の採択
原稿の様式
原稿の書き方
索引用語
（key　words）
枚数制限
本誌は，原著，症例報告，総説，診療研究，その他の研究活動などの内容からなり，他誌に発表さ
れていないものに限る。
市立函館病院職員，その関係者ならびに本誌に掲載を希望する医療関係者とする。
編集委員会において決定する。
1）投稿論文は，原著：，症例報告，総説，診療研究，その他とし，その種目別を明記する。
2）原稿の様式は，和文の題名・著者名・英文の題名・英文著者名（例二Taro　HAKODATE）・
　Key　words・所属の川頁に記載する。
3）原著の本文は，目的，対象，方法，成績，考察，結論の順に記述する。
4）その他の原稿は，原則として原著に準じて記述する。
1）原稿は，A4判用紙に22字×35行で記載する。
2）原稿は，原則としてワードプロセッサーによるものとし，その電子データを入れた媒体を添付
　する。また，ワープロ専用機を使用した場合には，機種名，パソコンの場合は，ワープロソフト
　名を記入し，印刷原稿も添付する。
3）手書き原稿も従来通り受け付ける。その場合，B5判用紙に400字（20字×20行）とし，外国
　語はタイプライターを使用する。
4）現代かな遣いにしたがい，医学用語を除き常用漢字とする。
5）度量衡は，国際単位系（SI）で記載する。
6）論文にしばしば繰り返される語は略語を用いても差し支えないが，初出の時は完全な用語を用
　い，以下に略語を用いることを明記する。
7）図表の大きさは，B5またはキャビネ版とし，印刷出来上りが見やすいように工夫する。写真
　は，キャビネまたは手札版とする。カラー印刷は，論文に必須なものに限り採用することが出来
　る。ただし，採否は予め著者と相談のうえ，編集委員会において決定する。
用語は，英語とし，5個以内にとどめ，原著表題ページ英文著者名の下段に記載する。また，索引
から目的の論文が確実に拾い出されるように具体的かつ的確なものとする。
1）原稿の長さは，400字詰用紙で20枚以内相当を原則とする。
2）図表は，原稿とは別とし，15枚以内を原則とする。また，図表の挿入箇所を用紙の欄外に朱書
　する。
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引用文献
校 正
著　作　権
掲載料金
規定の改正
1）文献は，主要文献のみとし，本文中に肩付け引用番号川頁に配列する。
2）著者名は，3名まで列記し，それ以上は，「ほか」または　「et　aUとする。’
3）誌名は略記し，外国雑誌はIndex　medicus，邦文雑誌は医学中央雑誌収載誌目録略名表に準
　ずる。
4）文献の記載順序
　イ）雑　誌　引用番号）著者名：題名．雑誌名，発行西暦年；巻：頁一頁．
　　例　　1）竹下政昭，大和田進，中村正治ほか：胃癌患者の免疫能．日外会誌，1987；88：
　　　　　　947－949．
　　　　　2）　Riggs　BL，Wahner　HW，Dunn　WL，　et　al：Malignant　lymphoma　with　a
　　　　　　high　content　of　epitheloid　histiocytes．　Am　J　Clin　Pathol，　1989；66：
　　　　　　12－20．
　ロ）単行本　引用番号）著者名：分担項目名，編者名，書名，（巻），（版），発行所，発行地，発
　　　　　　行西暦年，p頁一頁．　　　（）内は必要ある時のみ。
　　例　　3）中村恭一：胃癌の組織発生，大井実物，胃癌の臨床，上巻，2版，光文館，東京，
　　　　　　1988，　p123－130．
　　　　　4）　Crawford　PT：Care　before　and　after　surgery，　Crenshaw　AH　ed，
　　　　　　Campbell’s　operative　orthopedics，Vol　2，3rd　ed，　Saunders，　Philadelphia，
　　　　　　1980，　p25－31．
原則として著者がおこなう。ただし，表題，所属および著者名の記入様式は，編集委員会において
校正する場合がある。
本誌に掲載された論文の版権は『函館医学誌』編集委員会に帰属する。
原則として無料とするが，特別の印刷技術を要する場合（カラーを含む）などは有料とすることが
ある。ただし別刷は，実費負担とする。
必要に応じ当該投稿規定を改正する。その内容については，編集委員会において決定する。
　　　　『函館医学誌』における患者プライバシー保護に関する指針
1）患者個人の特定可能な氏名，入院番号，イニシャルまたは「呼び名」は記載しない。
　年齢の記載に関しては個人が特定できないよう配慮する。
2）患者の住所は記載しない。
3）日付は臨床経過を知る上で必要となることが多いので，個人が特定できないと判断される場合は年月までを記
載してよい。
4）既に他院などで診断・治療を受けている場合，その施設名ならびに所在地を記載しない。
5）顔写真を提示する際には目を隠す。眼疾患の場合は，顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真とする。
6）症例を特定できる生検，剖検，画像情報に含まれる番号などは削除する。
7）以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は，発表に関する同意を患者自身（または遺族か代
理人，小児では保護者）から得るか，倫理委員会の承認を得る。
8）遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報告では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」
　（文部科学省，厚生労働省及び経済産業省）（平成13年3月29日）による規定を遵守する。
9）この指針は平成20年度より適用する。
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編　集　後　記
　函館の気温も30度に迫り，3月の東日本大震災の影響で節電が叫ばれている今夏の暑
さは全国的に一段と厳しい菅があります。ここ最近の夏の猛暑と同様，恒例になりつつ
ある夏場の総理大臣交代も間近の様です。来年は猛暑も総理交代も勘弁願いたいですが一
　さて，同じ恒例でも，今年の函館医学誌を刊行に漕ぎつけたことは非常にうれしく思
います。本年も多くの方々に執筆頂き，17編の論文を掲載することができました。忙し
い時間を割いて原稿を作ってくれた方，本誌の編集に携わった方，皆さんに深く感謝申
し上げます。論文の内訳はCPC（臨床病理検討会）報告10編，原著，症例報告が各2
編，技術3編ですが，取り扱っている分野も多岐に渡っています。多くの方々に目を通
して頂ければ編集に携わったものとしてうれしく思います。本誌の特徴としてCPC
報告が多いことが目につきますが，研修医の先生が中心になって剖検から得られる貴重
な病態分析が克明に記されており，非常に興味深い内容です（全ての論文作成に携わっ
た病理担当の先生の労に敬意を表します）。執筆した研修医の先生の殆どはこれが初め
ての論文かと思います。本誌が若い先生方の論文作成修練に大きな役割を果たしている
証であり，これからもこの本誌の伝統が続いていけばいいなと思います。
　来年も多くの方’々の投稿，御協力を希望して編集後記を締めくくります。
（平成23年文月上旬　馬渡　徹）
